
町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

※ 一般質問のページではマスクを外した写真を掲載していますが、議場内では
マスクを着用しています。

町政を問う　一般質問

一般質問　目次
質問項目 質問者 ページ

多様化する家庭内問題に支援を 前田美和子 10

生理の貧困のアンケートを 前田美和子 10

きんぎょタクシーの土日祝日の運行拡大を求める 林　　敏哉 11

スポーツの力で地域が元気になる取組は 荒木　睦子 12

「生きる力」を育むキャリア教育を 竹本　信次 13

ごみ減量化に取組む姿勢は 福本みや子 14

踏切道の整備計画は 磯野　　博 15

新川漁港の町民利用、土砂堆積の協議結果は 濱㟢　　久 16

教育長答弁の正誤性は 濱㟢　　久 16

小中学校の体力向上策を 田成　　護 17

　一般質問では、議員が町に対して、町政全般にわたって施策を問いただす。
３月定例会では８人の議員が登壇し、一般質問を行った。
　議会だよりでは、質問と答弁の要旨をまとめており、全文記録（会議録）は
町ホームページに掲載している。

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

問
全
国
の
児
童
虐
待
は

過
去
最
多
で
20
万
件

を
超
え
、
Ｄ
Ｖ
被
害
は

８
万
件
を
超
え
た
。
は
ぐ

く
み
館
へ
の
相
談
件
数
や

内
容
は
ど
う
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
） 

相
談
件
数
は
２
６
４ 

０
件
で
増
加
傾
向
に
あ
る
。

発
達
、
虐
待
、
不
登
校
等

の
内
容
が
多
く
、
妊
婦
か

ら
の
相
談
も
コ
ロ
ナ
以
降

増
加
が
み
ら
れ
た
。

問
虐
待
を
受
け
た
子
ど

も
や
そ
の
親
に
、
ど

の
よ
う
に
支
援
し
て
い
る

か
。答

（
子
育
て
支
援
課
長
）

児
童
相
談
所
等
と
連

携
し
、
心
の
ケ
ア
や
支
援

を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
校
を
定
期
的
に
訪

問
し
、
情
報
共
有
を
図

り
、
早
期
発
見
・
未
然
防

止
に
努
め
て
い
る
。

問
相
談
者
が
孤
立
し
て

い
る
状
況
等
か
ら
、

行
政
に
見
え
て
な
い
数
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
） 

孤
立
は
コ
ロ
ナ
禍
で

深
刻
で
あ
る
。
親
子
と
関

わ
る
機
会
に
、
は
ぐ
く
み

館
の
周
知
と
、
さ
さ
い
な

こ
と
で
も
親
子
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ

の
サ
イ
ン
を
出
す
よ
う
繰

返
し
伝
え
て
い
る
。

問
産
後
う
つ
や
ス
ト
レ

ス
が
虐
待
や
ネ
グ
レ

ク
ト
の
原
因
に
な
る
が
、

産
後
ケ
ア
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

答
（
子
育
て
支
援
課
長
）

は
ぐ
く
み
館
の
支
援

も
重
要
と
考
え
、
令
和
４

年
度
か
ら
助
産
婦
の
定
期

相
談
に
加
え
、
家
庭
訪
問

を
実
施
す
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

生
理
の
貧
困
が
話
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
学
校

で
は
生
理
用
品
を
配
布
し

て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

必
要
に
応
じ
て
保
健

室
で
養
護
教
諭
が
配
布
し

て
い
る
。

問
配
布
数
が
少
な
い
。

困
っ
て
い
る
人
は

も
っ
と
多
い
の
で
は
な
い

か
。
緊
急
で
友
達
か
ら
借

り
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、

問
題
は
そ
れ
を
言

い
出
せ
な
い
子
ど

も
が
い
る
の
で
は

と
い
う
こ
と
だ
。

保
健
室
で
も
他
に

生
徒
が
い
た
ら
言

い
に
く
い
。
生
理

は
自
然
現
象
で
あ

る
か
ら
、
女
子
の

心
と
体
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
女
子

ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
置
く
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

教
育
的
な
側
面
か
ら

自
分
で
準
備
す
る
行
動
、

意
識
が
必
要
で
あ
る
。
養

護
教
諭
と
生
徒
の
関
係
性

の
強
化
、
保
健
室
の
環
境

改
善
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

問
生
理
用
品
を
ト
イ
レ

に
置
く
学
校
が
増
え

て
い
る
。（
県
内
は
菊
陽

町
、
大
津
町
、
西
原
村
）

学
校
の
ト
イ
レ
に
あ
る
だ

け
で
安
心
し
、
他
人
に
知

ら
れ
ず
に
済
む
。
貧
困
か

ら
始
ま
っ
た
生
理
用
品
の

無
償
配
布
が
広
が
っ
て
い

る
。
子
ど
も
達
の
声
を
知

る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）  

実
態
把
握
を
深
め
、

協
議
し
て
い
く
。

前田美和子議員

多
様
化
す
る
家
庭
内
問
題
に
支
援
を

子
育
て
世
代
へ
の
総
合
的
支
援
に
努
め
る

答

生
理
の
貧
困
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

よ
り
良
い
取
組
を
協
議
し
て
い
く

答

一人で悩まず早めに相談を
（はぐくみ館）

町公共施設等でも配布している

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）

一 般 質 問

10



町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
住
民
か
ら
土
日
祝
日

の
運
行
要
望
が
あ
る

こ
と
を
以
前
か
ら
把
握
し

て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）　
　

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト

や
協
議
会
で
意
見
が
あ
る

こ
と
は
把
握
し
て
い
る
。

問
肝
心
な
住
民
の
要
求

に
応
え
る
ど
こ
ろ
か

住
民
に
不
便
を
強
い
る
形

で
交
通
事
業
者
を
温
存
し

て
い
る
状
況
に
ど
う
対
処

し
て
い
く
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長)

両
方
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
い
ろ
ん
な
運
行
体

系
を
協
議
し
て
い
く
。

問
「
地
域
公
共
交
通
計

画
」
の
作
成
は
さ
れ

て
い
る
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

令
和
２
年
６
月
に
法

改
正
が
行
わ
れ
た
が
策
定

は
行
っ
て
い
な
い
。

問
「
地
域
公
共
交
通
活

性
化
再
生
法
」
は
改

正
さ
れ
て
い
る
が
、
何
故
、

約
12
年
前
に
作
成
さ
れ
た

「
地
域
公
共
交
通
総
合
連

携
計
画
」
の
見
直
し
は
さ

れ
て
い
な
い
の
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

努
力
義
務
と
い
う
こ

と
で
公
共
交
通
の
見
直
し

を
図
る
必
要
性
が
な
か
っ

た
。問

「
地
域
公
共
交
通
計

画
」
を
新
た
に
作
成

し
な
け
れ
ば
補
助
金
申
請

も
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

事
業
の
実
施
、
補
助

金
等
を
受
け
る
際
に
は
計

画
策
定
が
義
務
化
さ
れ

る
。
令
和
６
年
か
ら
対
象

に
な
る
と
い
う
説
明
も

あ
っ
て
い
る
。
策
定
に
む

け
て
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

問
「
地
域
公
共
交
通
に

お
け
る
ク
ロ
ス
セ
ク

タ
ー
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
効

果
」
に
つ
い
て
公
共
交
通

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
を

求
め
る
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

定
量
的
な
評
価
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
手
段

の
１
つ
と
し
て
検
証
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
る
。

問
き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー

運
行
を
土
日
祝
日
ま

で
拡
大
す
れ
ば
、
家
に
引

き
こ
も
っ
て
い
た
高
齢
者

が
積
極
的
に
外
出
し
、
健

康
寿
命
を
引
き
上
げ
、
フ

レ
イ
ル
予
防
対
策
に
も
な

る
。
ま
た
買
い
物
支
援
と

な
り
商
業
振
興
や
活
性
化

に
も
つ
な
が
る
。
さ
ら
に

は
定
住
促
進
、
財
政
、
教

育
、
福
祉
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
も
波

及
効
果
を
も
た
ら
す
。

林　敏哉議員

き
ん
ぎ
ょ
タ
ク
シ
ー
の
土
日
祝
日
の
運
行
拡
大
を
求
め
る

民
間
事
業
者
等
の
経
営
圧
迫
の
お
そ
れ
が
あ
る

答

地域公共交通のクロスセクター 
効果とは(近畿運輸局)

きんぎょタクシーの運行拡大を

地
域
公
共
交
通
に
お

け
る
ク
ロ
ス
セ
ク

タ
ー
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
効
果
と
は

国
土
交
通
省
も
推
奨

す
る
地
域
公
共
交
通

の
評
価
手
法
。
全
国

の
自
治
体
で
も
実
践

し
実
績
を
あ
げ
て
い

る
。

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

荒木睦子議員

ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
地
域
が
元
気
に
な
る
取
組
は

町
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
場
を
提
供
す
る

答

問
町
で
は
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
競
技
が
開
催

さ
れ
て
い
る
が
、
大
き
な

可
能
性
を
持
つ
ス
ポ
ー
ツ

の
力
で
地
域
が
元
気
に
な

る
取
組
へ
の
見
解
は
。

答
（
教
育
長
）  

ス
ポ
ー
ツ
は
、
町
民

の
体
力
向
上
や
健
康
づ
く

り
、
親
睦
、
融
和
と
い
う

目
的
が
あ
り
、
今
後
は
町

民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
町

民
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
見
直

し
等
を
行
い
、
地
域
や
町

民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場

の
提
供
に
努
め
る
。

問
町
以
外
の
団
体
が
主

催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
行

事
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

町
体
育
協
会
主
催
の

長
洲
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
に

こ
に
こ
ク
ラ
ブ
主
催
の
に

こ
に
こ
フ
ェ
ス
タ
、
子
ど

も
会
運
動
会
、
感
動
う
ぉ
ー

キ
ン
グ
等
で
あ
る
。

問
昨
年
度
行
わ
れ
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
の

目
的
、
結
果
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団

主
催
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
で
、、
住
民
の

健
康
づ
く
り
や
町
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
い
る
。

参
加
者
は
４
１
１
３
人
、

参
加
率
25
．
９
％
で
良
い

結
果
だ
っ
た
。

問
ど
う
い
う
参
加
者

が
、
ど
の
よ
う
な
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ま
れ
た
か
。

好きなスポーツで汗を流そう
（チャレンジデーより）

運動あそびを通した体力づくり

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

町
内
企
業
勤
務
の

人
、
園
児
、
小
中
学
校
児

童
生
徒
、
老
人
会
等
が
参

加
し
、
体
操
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
、
長
縄
跳
び
、
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
等
様
々
で

あ
っ
た
。

問
来
年
度
以
降
も
実
施

の
予
定
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

地
域
で
の
健
康
づ
く

り
、
地
域
の
活
性
化
、
ま

た
、
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く

り
と
し
て
効
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
次
年
度

以
降
も
積
極
的
に
参
加
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
行
政
区
単
位
の
ス

ポ
ー
ツ
へ
の
取
組
状

況
は
い
か
が
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

各
区
の
公
園
で
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ビ
ー
チ
バ

レ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
卓

球
等
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。

問
ほ
か
に
行
政
区
単
位

で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ

活
動
は
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

あ
る
ペ
タ
ン
ク
、
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
、
そ
の
他
、
モ
ル
ッ

ク
等
が
考
え
ら
れ
る
。

問
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

周
知
や
ル
ー
ル
等
の

指
導
に
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導

員
が
か
か
わ
る
の
か
。

答
（
生
涯
学
習
課
長
） 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

が
現
地
指
導
等
を
行
う
。

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
近
年
、
学
校
を
卒
業

し
て
も
定
職
に
就
か

な
い
若
年
無
業
者
が
増
加

し
て
い
る
。
国
が
進
め
る

小
中
学
校
に
お
け
る
「
生

き
る
力
」
を
育
む
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
ど
う
推
進
し
て

い
る
か
。

答
（
教
育
長
）  

キ
ャ
リ
ア
教
育
全
体

計
画
、
年
間
指
導
計
画
を

作
成
し
、
職
業
観
・
勤
労

観
を
育
む
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
能
力
を
育
成
し
て
い

る
。

問
少
子
化
で
、
人
口
が

減
少
す
る
本
町
に
お

け
る
学
校
教
育
の
今
後
の

展
望
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
（
町
長
） 

 

少
子
化
に
よ
る
児
童

生
徒
数
の
減
少
を
踏
ま

え
、
今
後
の
展
望
と
し
て

義
務
教
育
学
校
（
１
年
生

か
ら
９
年
生
ま
で
小
中
一

貫
教
育
で
共
に
同
じ
学
校

で
学
び
合
う
こ
と
）
へ
の

移
行
と
い
う
の
も
一
つ
の

方
法
と
し
て
考
え
て
い

る
。

問
町
教
育
委
員
会
は
、

新
し
い
教
育
の
仕
組

み
や
学
校
教
育
の
在
り
方

を
創
出
す
る
た
め
に
積
極

的
に
意
見
を
発
信
し
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
取
組
を

推
進
し
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）  

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
各
学
校
の
推
進
計
画

を
持
ち
寄
っ
て
、
担
当
者

会
議
等
を
開
き
、
随
時
資

料
の
作
成
等
も
含
め
取
組

ん
で
い
る
。

問
子
ど
も
た
ち
が
こ
れ

か
ら
の
時
代
を
生
き

抜
く
た
め
に
、
道
徳
・
外

国
語
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

竹本信次議員

「
生
き
る
力
」
を
育
む
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

発
達
段
階
に
応
じ
て
能
力
を
育
成
す
る

答
キャリア教育の推進を

（栃木県総合教育センターより）

情報活用能力の育成を

教
育
の
充
実
を
図
る
と
な
っ

て
い
る
。
町
内
の
教
育
現

場
で
は
今
、
ど
の
よ
う
な

変
化
が
起
き
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）  

個
別
最
適
な
学
び
と

協
働
的
な
学
び
の
推
進
が

必
要
で
あ
り
、
今
後
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
を
活
用
し

た
授
業
や
家
庭
学
習
な

ど
、
児
童
生
徒
や
教
職
員

の
学
習
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
や
活
用
能
力
の
向
上
に

取
組
む
必
要
が
あ
る
。

問
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
ど
う
し

て
も
短
い
文
章
で
の

や
り
と
り
に
な
る
た
め
か
、

発
信
者
本
来
の
意
図
と
は

違
う
解
釈
を
さ
れ
て
し
ま

い
ト
ラ
ブ
ル
に
陥
る
。
生

き
る
力
の
新
た
な
要
素
と

な
っ
た
デ
ジ
タ
ル
読
解
力

を
育
て
る
情
報
教
育
に
ど

う
取
組
ん
で
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）  

デ
ジ
タ
ル
読
解
力
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
の
膨
大
な
デ
ー
タ
の
中

か
ら
必
要
な
情
報
を
探
し

出
し
、
読
み
取
り
、
ま
と

め
る
力
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ

て
、
情
報
活
用
能
力
の
育

成
に
取
組
ん
で
い
く
。

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）

一 般 質 問
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町
政
を
問
う

問
４
月
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
促
進
法

が
施
行
さ
れ
る
。
本
町
は

国
が
求
め
て
い
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
化
が

進
ん
で
い
な
い
現
状
だ
。

こ
の
課
題
を
ど
う
受
け
止

め
、
減
量
化
に
ど
う
取
組

む
の
か
。

答
（
町
長
） 

 

本
町
は
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
み
の
分

別
を
お
願
い
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

は
燃
え
る
ご
み
と
し
て
処

理
し
て
い
る
。
今
後
の
対

応
策
を
、
有
明
広
域
事
務

組
合
の
構
成
市
町
と
協
議

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
ご

み
の
分
別
は
更
な
る
周

知
・
啓
発
を
し
、
減
量
化

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問
本
町
が
行
っ
て
い
る

資
源
ご
み
保
管
事
業

は
大
変
効
果
的
で
あ
る
。

各
区
に
配
置
さ
れ
て
お
り

有
効
活
用
さ
れ
て
い
る
が

満
杯
に
な
っ
て
い
な
い

か
。答

（
住
民
環
境
課
長
） 

35
区
に
行
き
渡
り
、

新
年
度
も
新
た
に
補
助
を

考
え
て
い
る
。
区
か
ら
の

要
望
が
あ
れ
ば
追
加
設
置

も
受
け
付
け
る
。
資
源
ご

み
保
管
庫
の
普
及
を
継
続

し
、
資
源
化
の
促
進
に
努

め
た
い
。

福本みや子議員

ご
み
減
量
化
に
取
組
む
姿
勢
は

資
源
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
減
量
化
に
努
め
る

答
捨てれば「ごみ」分ければ「資源」

問
生
ご
み
の
水
切
り
を

す
す
め
る
た
め
、
ス

マ
ー
ト
で
使
い
勝
手
の
良

い
生
ご
み
処
理
機
が
売
ら

れ
て
い
る
。
若
い
世
代
に

使
っ
て
も
ら
う
よ
う
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
） 

電
気
式
処
理
機
は
高

額
で
、
設
置
場
所
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
り
、
普
及

が
止
ま
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

最
近
は
手
ご
ろ
な
金
額
で

卓
上
処
理
機
も
あ
る
の
で

紹
介
を
し
て
い
き
た
い
。

問
ご
み
問
題
に
関
し
て

認
知
度
を
上
げ
る
仕

掛
け
や
取
組
が
大
事
で
は

な
い
か
。
住
民
の
参
画
が

あ
っ
て
進
ん
で
い
く
の
で
、

ご
み
問
題
に
関
心
を
持
ち

行
動
し
て
も
ら
う
た
め
に

情
報
発
信
が
重
要
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る

の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
長
） 

住
民
参
加
の
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
が
開
催
さ
れ
、

ご
み
不
法
投
棄
の
現
状
や

課
題
が
認
識
さ
れ
た
。
環

境
衛
生
推
進
委
員
会
で
の

意
見
や
問
題
点
を
情
報
発

信
し
、
見
え
る
化
を
考
え

て
い
く
。

問
ご
み
の
減
量
化
は
最

重
要
課
題
で
あ
る
。

ト
ッ
プ
と
し
て
ど
う
取
組

む
の
か
、
姿
勢
を
伺
う
。

答
（
町
長
） 

 

今
で
き
る
こ
と
は
、

資
源
化
で
き
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
以
外
の
資
源
ご
み

の
分
別
徹
底
だ
と
考
え

る
。

　

効
果
が
上
が
っ
て
い
る

資
源
ご
み
保
管
庫
の
活
用

を
今
後
も
推
進
し
て
い

く
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
て
、
４
年

度
に
は
課
内
に
脱
炭
素
社

会
推
進
係
を
設
置
す
る
。

おしゃれな生ごみ処理機を使おう

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）
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町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
本
町
で
改
良
す
べ
き

踏
切
道
は
何
ヵ
所

か
。答

（
町
長
） 

 

町
が
管
理
し
て
い
る

踏
切
道
は
８
箇
所
あ
る
。

踏
切
道
改
良
促
進
法
に
基

づ
き
改
良
す
べ
き
踏
切
道

は
な
い
。

問
危
険
箇
所
と
認
識
し

て
い
る
踏
切
道
は
あ

る
か
。

答
（
町
長
） 

 

新
町
区
の
五
ヶ
町
第

２
踏
切
と
折
地
区
の
折
地

踏
切
は
、
幅
員
、
形
状
、

通
学
路
の
指
定
等
総
合
的

に
勘
案
し
て
、
注
意
が
必

要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

問
改
良
す
る
計
画
は
あ

る
か
。

答
（
建
設
課
長
） 

五
ヶ
町
と
折
地
の
踏

切
に
つ
い
て
は
予
算
も
か

か
り
検
討
課
題
で
あ
る
。

法
に
基
づ
き
、
改
良
す
べ

き
踏
切
道
に
指
定
さ
れ
た

場
合
、
計
画
的
か
つ
集
中

的
に
支
援
す
る
個
別
補
助

制
度
の
対
象
と
な
る
。
法

指
定
に
向
け
て
関
係
機
関

と
協
議
し
な
が
ら
対
策
を

検
討
し
た
い
。

問
向
野
や
浜
浦
の
踏
切

道
は
ど
う
い
う
理
由

で
改
良
工
事
し
た
の
か
。

答
（
建
設
課
長
） 

向
野
は
道
路
改
良
と

あ
わ
せ
て
踏
切
道
の
工
事

を
平
成
13
年
度
に
行
っ

た
。
浜
浦
に
つ
い
て
は
手

元
に
資
料
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
い
。

問
向
野
も
浜
浦
も
法
に

該
当
し
た
か
ら
改
良

工
事
を
し
た
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
危
険
性
や
問
題

が
あ
っ
た
か
ら
町
単
独
で

や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
。
当
時
の
議
論
内
容
等

持
ち
合
わ
せ
て
い
る
か
。

答
（
建
設
課
長
） 

当
時
の
資
料
は
今
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
向

野
は
道
路
改
良
が
進
み
、

踏
切
道
の
み
が
狭
い
と
い

う
状
況
が
長
年
続
い
て
い

た
と
記
憶
し
て
い
る
。

磯野　博議員

踏
切
道
の
整
備
計
画
は

少
し
ず
つ
で
も
進
め
て
い
き
た
い

答
改良すべき踏切道（折地踏切）

問
法
に
基
づ
く
指
定
に

向
け
て
検
討
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
本
当
に
該

当
す
る
も
の
な
の
か
。

答
（
建
設
課
長
） 

令
和
３
年
改
正
後
、

全
国
で
１
５
６
ヵ
所
指
定

さ
れ
て
い
る
。
熊
本
県
で

は
菊
陽
町
の
２
ヵ
所
だ
。

問
菊
陽
町
の
大
渋
滞
を

引
き
起
こ
す
危
険
な

２
ヵ
所
を
考
え
た
ら
、
本

町
の
踏
切
道
は
本
当
に
該

当
す
る
の
か
。
住
み
や
す

い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く

に
は
、
町
単
独
で
や
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
今
後
も

建
設
工
事
費
用
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
。
長
い
ス
パ

ン
で
考
え
て
、
早
め
に
改

良
工
事
を
す
れ
ば
我
々
町

民
、
子
や
孫
、
子
孫
は
恩

恵
を
受
け
る
よ
う
に
な
る
。

ま
ち
づ
く
り
に
は
踏
切
道

の
改
良
は
絶
対
に
必
要

だ
。
振
興
計
画
に
は
踏
切

道
の
整
備
計
画
の
記
載
が

な
い
。
今
後
の
考
え
は
。

答
（
町
長
） 

 

町
単
独
で
改
良
を
と

の
意
見
と
思
う
。
予
算
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
少
し
ず
つ
で
も
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

踏切道の前後も危険（堀崎踏切）

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）
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町
政
を
問
う

問
新
川
漁
港
の
町
民
優

先
利
用
の
件
、
土
砂
、

ヘ
ド
ロ
堆
積
の
除
去
等
、

原
状
回
復
の
協
議
結
果
は

ど
う
な
っ
た
か
。

答
（
町
長
） 

 

管
理
者
で
あ
る
玉
名

市
と
、
漁
港
管
理
条
例
の

改
正
や
、
地
元
を
含
め
た

関
係
者
で
協
議
で
き
る
場

の
設
置
を
要
望
し
て
い

る
。
ヘ
ド
ロ
堆
積
の
原
状

回
復
に
つ
い
て
も
要
望

し
、
今
後
も
引
き
続
き
、

新
川
漁
港
の
適
正
な
管
理

に
つ
い
て
要
望
し
て
い
く
。

問
前
向
き
な
答
弁
受
け

た
が
、
地
元
住
民
か

ら
今
回
、
陳
情
書
が
提
出

さ
れ
た
。
議
会
で
も
協
議

す
る
こ
と
に
な
る
が
、
町

長
が
玉
名
市
と
協
議
の
場

を
作
る
な
ら
、
執
行
部
も

議
会
も
一
体
と
な
り
、
新

川
漁
港
が
本
当
に
良
い
方

向
で
運
営
で
き
る
よ
う
な

道
を
模
索
す
る
べ
き
だ
。

　

宮
田
町
政
で
「
金
魚
と

鯉
の
郷
づ
く
り
」
と
し
て
、

憩
い
の
場
は
で
き
た
が
、

町
は
西
を
海
に
面
し
て
お

り
こ
の
施
設
を
活
用
で
き

な
い
か
、
名
石
浜
工
業
団

地
の
一
角
に
埋
立
計
画
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
企
業
誘

致
等
を
は
か
り
、
新
川

漁
港
の
移
転
や
、
新
た
に

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
や
水
上

オ
ー
ト
バ
イ
等
、
レ
ジ
ャ
ー

の
た
め
の
施
設
づ
く
り
を

考
え
て
は
ど
う
か
と
思
う
。

　

姫
ケ
浦
の
護
岸
、
夕
日

を
挟
ん
で
造
船
の
ほ
う
を

見
る
よ
う
に
階
段
一
帯
を

活
用
し
た
海
の
レ
ジ
ャ
ー

を
取
り
込
ん
で
町
の
活
性

化
を
図
る
計
画
を
立
て
た

ら
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

玉
名
市
と
も
極
力
仲

濱㟢　久議員

新
川
漁
港
の
町
民
利
用
、
土
砂
堆
積
の
協
議
結
果
は

協
議
の
場
の
設
置
、
漁
港
の
適
正
管
理
を
要
望
し
て
い
く

答新川漁港の浚渫を

良
く
し
将
来
に
向
か
っ
て

話
し
合
い
を
行
う
場
を
つ

く
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

答
（
町
長
） 

 

る
る
提
案
を
い
た
だ

い
た
。
今
後
そ
の
提
案
を

含
め
て
、
玉
名
市
と
協
議

し
て
い
く
。

問
教
育
長
答
弁
で
福
島

メ
モ
デ
ー
タ
発
見
と

あ
る
が
証
明
で
き
る
根
拠

は
あ
る
か
。

答
（
教
育
長
）  

訴
訟
の
中
で
原
告
か

ら
平
成
30
年
１
月
19
日
付

第
三
準
備
書
面
に
お
い

て
、
福
島
メ
モ
の
文
書
の

破
棄
等
に
つ
い
て
釈
明
を

求
め
ら
れ
た
た
め
、
同
年

２
月
22
日
に
校
長
室
内
で

発
見
し
、
同
月
27
日
付
の

準
備
書
面
で
、
証
拠
説
明

書
乙
第
二
号
証
と
し
て
、

弁
護
士
を
通
じ
て
裁
判
所

へ
提
出
し
て
い
る
。

問
発
見
し
た
検
証
は
ど

の
よ
う
に
し
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

福
島
メ
モ
の
発
見
日

は
、
当
時
、
担
当
職
員
が

調
査
し
た
日
付
け
で
あ

り
、
裁
判
の
中
で
原
告
の

依
頼
に
基
づ
き
調
査
し
た

も
の
。

教
育
長
答
弁
の
正
誤
性
は

長洲中学校

潮さい（R4.5.15 No.149）潮さい（R4.5.15 No.149）

一 般 質 問

16



町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
腹
栄
中
学
校
は
「
毎

日
カ
ッ
プ
中
学
校
体

力
つ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
５
年
連
続
優
良
賞
を
受

賞
し
た
。
具
体
的
な
取
組

と
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

毎
日
カ
ッ
プ
や
県
の

基
準
の
突
破
を
目
指
し
、

授
業
を
柱
に
、
昼
休
み
に

生
徒
全
員
が
様
々
な
運
動

を
し
た
り
、
各
自
で
体
力

測
定
テ
ス
ト
の
デ
ー
タ
か

ら
目
標
を
設
定
し
、
実
践

し
て
い
る
。

問
腹
栄
中
学
校
の
成
果

を
長
洲
中
学
校
で
共

有
し
、
取
り
入
れ
、
実
施

し
て
い
る
こ
と
等
が
あ
る

か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

校
長
会
議
の
中
で
紹

介
し
て
情
報
の
共
有
を

図
っ
た
。
実
践
で
き
る
も

の
は
実
践
し
て
ほ
し
い
、

検
討
し
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
を
伝
え
た
。

問
小
学
校
の
体
力
測
定

結
果
は
ほ
ぼ
全
国
平

均
で
推
移
し
て
い
る
が
、

児
童
の
体
力
に
格
差
が
広

が
っ
て
き
て
い
る
。
対
策

は
。答

（
学
校
教
育
課
長
） 

授
業
の
中
で
体
力
向

上
に
努
め
る
こ
と
が
前
提

で
、
昼
休
み
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
で
体
を
動
か
す

時
間
を
取
っ
て
い
る
。

問
小
学
校
で
は
部
活
動

が
廃
止
さ
れ
、
運
動

す
る
時
間
が
減
っ
た
の
で

は
。
そ
れ
を
補
う
社
会
体

育
の
支
援
や
運
動
時
間
の

確
保
等
、
今
後
の
具
体
的

な
対
策
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
） 

昨
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍

で
運
動
の
低
下
た
め
、
長

洲
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
と
連

携
し
、
昼
休
み
に
体
操
や

駆
け
っ
こ
等
を
実
施
し
た
。

昼
休
み
は
運
動
す
る
よ
う

定
期
的
に
取
組
め
れ
ば
と

検
討
し
て
い
る
。

問
体
力
づ
く
り
に
限
ら

ず
、
小
・
中
学
校
の

連
携
を
深
め
、
情
報
共
有

し
、
実
践
し
て
い
く
こ
と

が
効
率
的
に
成
果
を
上

げ
、
生
徒
児
童
の
成
長
に

大
き
く
つ
な
が
る
。
さ
ら

に
積
極
的
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
ほ
し

い
。答

（
教
育
長
）  

子
ど
も
た
ち
の
体
力

の
保
持
増
進
は
心
の
健
康

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

非
常
に
重
要
視
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　

今
後
、
小
・
中
学
校
で

情
報
交
換
し
、
町
を
挙
げ

て
体
力
向
上
に
取
組
ん
で

い
く
。

田成　護議員

小
中
学
生
の
体
力
向
上
策
を

情
報
共
有
し
町
を
挙
げ
て
取
組
む

答

小学生が運動する機会の増加を

体力つくりコンテストで優良賞

広
が
る
体
力
格
差
へ
の
対
策
は

昼
休
み
等
運
動
時
間
を

確
保
し
て
い
く

答
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